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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 6/28(月)に予定されていた病棟巡視が、7/5(月)に変更されました。

· 定期昇級差額明細書、健康診断書、個人票の配布が本日までです。忘れずにお願いします。

· 節約委員会から、今後空調の入れ替えを行うと連絡がありました。寒くなり過ぎないように、天候の良い日や使用していない部屋は、空調を調節して節約するよう宜しくお願いします。

· 行事委員会から、1斑のしおりを作ったので1斑で旅行に参加される方は、取りに来てくださいとのことです。

＜患者様連絡事項＞

・野々宮　正博様～土日が外泊訓練のため外泊願いを出しています。時間についてはまだ連絡がきていない為、連絡が来たら外泊用紙に記載し、栄養の方へおろして下さいとの事です。
・梅木　奏利様～本日外出に行かれています。下総精神医療センターから7/20の14:00までに、来院してほしいとの連絡があった事、6/26(土)12:00～の外出予定について9:30に変更が許可になった事について、本日外出に行かれる際に御家族に伝えています。

・生駒　哮様～6/22(火)～6/24(木)の外泊の際に、妻様から独語、空笑が多かったとの連絡があり、今のままで退院は不安があるとの話しがありました。主治医へ報告し、病棟の方では独語・空笑はない事、病状には波がある事等説明し、退院へ向けてご家族の方と相談してほしいとの事です。6/25（金）19：00頃に御家族から電話を頂く予定となっていますので、御家族に情報提供をして下さい。

・関下　悟様～本日、御家族が来院し単独外出外泊承諾書への記入をして頂いています。7/2（金）退院予定でしたが、本日より予定していた退院訪問前指導・荷物搬入等が書類等に不備があり出来ていない状態です。盛田CPより今のままでは予定通りに進んでおらず、単独外出も出来ない可能性があるとの指摘あり、最低でも2～3回は単独外出を実施した方がいいのではないかとの意見あります。今後は田名部Ｄｒとの相談の上、決めていくとの事です。

・四戸　冷子様～夕方に体育館にて歩行運動を行っています。16:00の体育館の担当になった方は、カルテに用紙が挟んでいるので、用紙に押印をお願いします。

・中島　純子様～6/25(金)11:45～6/27(日)15:00まで、外泊されています。

・豊巻　薫様～本人様希望にてシンラック液１本・ＡＺ点眼液１本処方となっています。

・岡田　石子様～本日より外泊予定となっていましたが、妹様（釣様）より電話連絡あり妹様の体調不良により外泊は中止となっています。

・市川　真紀子様～本日右足のレントゲン検査施行。異常所見は無く、経過観察の指示あります。

＜レク活動評価・検討＞

・プログラムの不参加者が多い現状のため、今後も積極的に声掛けを行いプログラムに参加するようよろしくお願いします。

＜疎遠家族の介入について＞　勉強会

　星Ｎｓ

· 三カ月以上の面会・外出が無い患者様が疎遠の対象となります。

・精神障害者の世話をしている家族のなかで、最も多いのは父母、ついで兄弟姉妹、配偶者である。患者様の年齢が高くなるにつれて、父母の割合は減少し、次第に兄弟姉妹、配偶者の割合が多くなってくるのが実情で疎遠家族が増加しています。

　家族と同居する患者へ家族の否定的な見方も増加の一因となってます。

· 家の中でいつでもごろごろして働かない・自分の身の回りの事も出来ず手がかかる・何かにつけて他の家族とトラブルを起こしてしまうなど、患者を否定的に見てしまう場合も少なくない。否定的な感情を持ってしまう家族の背景には・心身の疲労・家族の健康状態の悪化・先の見通しの立たなさ・相談相手の少なさ・経済的問題・世間の偏見などがあります

· 疎遠家族の増加を防ぐ為にも家族への支援も必要になってきます。

　　家族への支援していくことも医療従事者の大きな役割であります

　　病気や治療について的確の情報を伝える

　　日常生活における患者への対処技能を修得できるように援助すること。

　　退院した患者を支えるのは、決して家族だけではないこと。

　　患者が社会で生活するというのは、家族が患者を丸抱えするのではないことを理解してもらうことが必要。

介入方法(予定)

· 疎遠担当者の方でもチェツクしていきますが受け持ち担当の方も、患者様の外出泊面会状況を把握して、3ヶ月以上の疎遠対象になる前に早期に介入して下さい

· 家族支援・対応計画書の記入を定期的に実施しますので、期限内に実施してください。

· ご家族様と交流をして頂きたいと思いますので、定期的な面会・、外出・外泊・お盆と正月の外出泊、面会の促しを実行の予定してますので協力して頂き、介入を御願いします。

・疎遠家族への取り組みとして、昨年、暑中見舞い・年賀状を郵送しています。

今年度も取り組んでいく事にしており、ハガキは患者様に購入して頂き、内容についても、患者様自身に書いていただく事にしています。返事を頂けると患者様も入院治療の励みになりますので、各病棟管理者へ報告し、取り組んで行きたいと思います。

・入院中の面会は、患者様にとって治療の励みになります。最低、１ヶ月に１回以上お願いしていきます。

· 病状が安定しましたら、ご自宅に戻る為の訓練として外出・外泊をお願いしてます。規則正しい生活を心掛け訓練として計画的に進めていきたいと思います。
